
  

【主催者を代表して挨拶を行う住野議長】 

【閉会挨拶を行う松岡政策委員長】 
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【第 23回交通運輸政策研究集会開催】 

交通運輸産業を取り巻く 

環境の急速な変化に的確に対応し、 

安全・安心な交通体系を作りあげよう！ 
 5月 23～24日、静岡県熱海市において、第 23回交通運輸政策研究集会を開催し、

全国から各構成組織役員及び地方・県交運労協代表者など合計 167名が参加した。 

集会は松谷事務局次長の司会で始まり、主

催者を代表して住野議長が挨拶をおこなっ

た。続いて、髙松事務局長から本集会で討議

すべき内容について問題提起を行った後、交

運労協政策顧問である戸崎肇首都大学東京

教授より「交通運輸産業を取り巻く課題と展

望」、谷川武順天堂大学教授より「睡眠呼吸

障害検診の意義について」、伊藤誠筑波大大

学院教授より「交通運輸産業に係わる自動化の現状と課題」と題して基調講演を受

けた。 

二日目は「第４次産業革命に対する労働組合の対応について」「人流における各モ

ードの課題や連携について」「物流における各モードの課題や連携について」「交通

運輸産業の人材育成・確保について」の 4分科会に分かれ討論を行った。 

その後、全体集会を開催し分科会の報告を受け、

松岡政策委員長が集会のまとめと閉会挨拶を行

い、最後に住野議長の団結ガンバロウで集会は成

功裏に終了した。なお、詳細は、別途報告集を作

成し、『政策資料』として発行することとする。                 
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